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文責 : 養護教諭

2014年 も残 りわず か とな りま した。今年 は どんな こ とがあ りま したか ?

よ くなかつた こ とを思 い返 して反省 す るこ とも大切 ですが、 よかつた こ と

をた くさん思い出 して、新 しい年へ のエネル ギー に しま しょ う。小 さな こ

とで も、いい ことが集 まれ ば前 に進む力 にな ります。

体調 に気 をつ けて、 よい年末年始 を過 ごして くだ さい。
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インフルエンザぬ塞驚停止期間

インフルエンずと―診1断され|た監 の1轟庸停止|の

期議は、選律'で次の|よ う:こ定められてしヽます。

発症した後 5日を経過毎、かつヽ解熱した後 2日

(幼児にあってl・■、 3圏)を経過するまで

● 実際の例で考えてみると―一●

★熱が下がつて 2日以上たつていても
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癌後番目Jを過ぎていても、
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日本国内の 日 l

10年前と比べて

V感染者は

0増えている

●,減 つている

2013年の 1年間に、 新たに H
IVに 感 染 したメ、は、 1′ 106人

で、過去 2番 目の多さで した。

10年前の 17倍 に増えています。

ぞ眈歩に翼ン彎飩鶉釉欝欝
今 年 は 、 例 年 よ り 3週 間 ほ ど早 く

流 行 が 始 ま り、 郡 山 市 内 の 感 染 者 数

は 200人 を越 えま した。 学 区内小 学校

で も、感 染 者 が で た よ うです 。 (主 に

A香 港 型 の よ うで す 。)3学 期 に は 、

中 学 校 で も流 行 す る こ とが 予 想 され

ます の で 、十 分 に注意 して くだ さい。

特 に 、 受 験 生 の 皆 さん は 予 防 接 種

を受 けてお く こ とをお す す め します 。

予 防 に 大 切 な こ と は 、 手 洗 い 、 う

が い 、 マ ス ク な どの 他 に 、 体 の免 疫

力 を低 下 させ な い こ とで す 。 規 則 正

しい 生 活 で 、 風 邪 に 負 け な い 身 体 を

つ くってお きま しょ う。

感 染 して しま っ た ら、 早 め に休 ん

で しつか り治 す よ うに して くだ さい。

他 の人 に うつ さな い こ とも大切 な

< 12月 1日 世 界 エ イ ズ デ ー >ま ん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を目的としています。

日本国内の 1日 あた りの

新規感染者数は

§:1症th曇拶RIR
2013年 は、 1日あた り約 3人

が新たに Hl∨ に感染 しま した。

2014年は、 6月末 までの時点で、

1日 あた り29人が感染こ過去 2

番 目に感染者が多かつた去年と、

ldFぼ同 じベースで増 え続け てい

ます。

Hl∨ の新規感染 者が多 い

年代は
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30歳代が 381人 と最も 多 く、

次いで 20歳代 321人 とな つてい

ます,20～ 30歳代が新規感染者

の 6割以上を占めています。
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感 染 経 路 で 、 い ち ば ん 多 い

の
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性的接触 による感染者 は、全

体の88%で最も多 く、特 に同性

間での感染が増えています。
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■三 塾 参

栄養 &休養 &運動で
ぎ 体の抵抗力をたかめよ う !

冬 は、空気 が乾燥 して ウイル スが活発 になるため、かぜやイ ンフルエ ンザな どが流行 し

ます。 ウイル スが体内に入 つてきて も、病気 が発症す る人 と、発症 しない人がい ます。 そ

れ は、その人が持 つてい る体 の抵抗力 (免 疫力)が かかわってい るか らです。バ ランスの

良い食事 と適度 な休養 と運動 で、体 の抵抗力 (免 疫力)を 高めてお くよ うに しま しょ う。

そ の他 に、免 疫 力 を高 め るの に 「笑 い Jも 大事 です 。 が ん細胞 や 体 内 に侵 入 す る ウイル

ス な ど、体 に悪 影 響 を及 ぼす 物 質 を退 治 して くれ るの が、ナ チ ュ ラル キ ラー細 胞 (NK細
胞 )で す 。 笑 うこ とで脳 が刺 激 され 、神 経 が ホル モ ン を大 量 に分泌 し、 NK細 胞 の表 面 に

そ の ホル モ ンが付 着 す る とNK細 胞 が活性 化 します。 そ の結 果 、 NK細 胞 は、 が んや 病 気

の も とを次 々 と攻 撃 す るの で免 疫 力 が高 ま ります。お も しろい こ とが無 く笑 えな い時 で も、

笑顔 で い るだ けで効果 は あ る よ うです。

ノ爾ウイ秦レスに注意
冬場に多い食中1毒‐はノ圏ウイルスです。人

から人へ感染したり、/Elウイルスに汚染さ

れた食品やよから感染したりします。感染カ

が非1常 に強いので、気ずかないうちに感染し

てしまうこともあります。予防のために|は、

トイレの後や爾理する前など:こ 石けんでもう

かり手洗いをすることを、家族みんなで雛議

することが大塚です。

「寒いからJ『 めんどうだからJと い.う 理

轟で、指先だけさっと水で流すような手

洗いをしていませんか ? これでは洗つ

ていない豪F分が多くて手洗いをしてしヽな

しヽのとほとんどかわりません。石 {すんで

しつかり手を洗う習慣をつけましょう。

′ヽンカ手を持ってこよう ′′
富 田中のみな さんは、手 を洗 う習慣 は身 についている

よ うです が、洗 った後 、ハ ンカ チ で拭 き取 つてい る人 が少 な く、 ジ ャー ジがハ ンカ チ

代 りにな って い る よ うです 。 せ っか く、 きれ い に手 を洗 って もジ ャー ジで拭 い て は

台無 しです 。 きれ い なハ ンカ チ を持 つ 習慣 を身 につ け る よ うに しま し ょ う。

鐵 躙 彰鶉


